










要約

約 10 年間に,当科に入院した新生児(687 例),小児(4,272 例)のなかから,人工呼吸管理を

行った症例を抽出し,原病ならびに臨床経過から在宅人工換気療法の可能性があった患者

数の最大値を推測した。焼津市の発生率から,わが国においては,1 年間に 423 名の新生

児,287 名の小児,合計 710 名(最大値)の在宅人工換気療法を必要とする患者が発生するこ

とが予想される。在宅にできる環境の整備は困難で,実際の発生率はこの数値の 2～10%と

思われる。


